




Author(s)相馬, 弘年; 小林, 浩一











メ ゾ ス コ ピ ッ ク構 造 と非 線 形 光 学 特 性
石巻専修大 ･理工 相 馬 弘 年















(wJb･aO -(wr w2))2'( C･rcja)2 )I/2
ここでjは物質中に存在する種々のメゾスコピック構造を表し･wJb･aO はそれらの振動モードの平
均エネルギーである｡wlは電子状態の励起エネルギーに共鳴するように固定し,W2により周波数
を掃引するo S･- wl-'wj,Oであり･W2'aoは電子状態の平均遷移エネルギーを示すO又△jはJ ea
不均一拡りに対応する量であり, rbJc及びrcJaは各々振動順位及び電子順位に付随する位相緩
和時間を表す｡したがって,通常の一光子吸収分光はラマン分光によっては取り除くことの出来な
いスペクトルの不均一拡りが取り除かれることから,僅かなエネルギー差を有するメゾスコピック
構造に対する有力な研究手段となるものと期待されると
-540-
